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・重積分の復習

１．重積分の変数変換（置換積分）
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dudv。領域は {2 ≦ u ≦ 4, 0 ≦ v ≦ 2}であるから積分は
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　　もしこの重積分を x, yのまま行おうとすると、領域は (1, 1), (2, 0), (3, 1), (2, 2)を頂点
　とする菱形になるので、
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　のように今まで習ってきた積分計算の知識だけを使って計算できないわけではないが、
　非常に面倒な積分となる。



２．曲面積を求める

　曲面 z = xyの {(x, y, z) | 0 ≦ x2 + y2 ≦ 22 }にある部分の面積を求めよ。

　　 zx = y, zy = xであるから、曲面積を求める式は
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　資料置場

　　　　 https://www.gen.kanagawa-it.ac.jp/takeda/class/



2019年度 微分積分学 II－d　小テスト解答用紙 2019.12.18

・重積分の復習

　１．次の重積分の積分領域Dを簡単に図示し、積分の値を求めよ。

　　　　
(1)

∫∫
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　２．次の３重積分を z → x → yの順に積分せよ。

　　　　
∫∫∫

−2 ≦ x ≦ 1

−1 ≦ y ≦ 4

0 ≦ z ≦ 2

(5xy − 6xz2) dxdydz
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